
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2024-10-19

その他の自治体史・地域歴史博物館形成事業（自治
体・地域住民と連携した新たな自治体史編纂や地域
歴史博物館形成事業）

(Citation)
歴史文化に基礎をおいた地域社会形成のための自治体等との連携事業,4(平成17年度事業報告
書):75-81

(Issue Date)
2006-03-31

(Resource Type)
report part

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81002228

三村, 昌司 ; 河野, 未央 ; 市沢, 哲 ; 坂江, 渉 ; 村井, 良介 ; 掘田, 昌宏



そ の他 の 自治体 史 ･地域歴 史博物 館形 成事業

三 田市史 の編纂状況 につ いて
三田市総務課三田市史編さん担当では､2004年

度事業として 『三田市史』第5巻 ｢近代資料 Ⅰ｣

を刊行 した｡この ｢近代資料 I｣は､これまでの

自治体史資料編と､大きくそのスタイルを変えて

いる点に特色がある｡ひとつは ｢三田市域の史料

から日本近代史を学ぶこと｣ (｢監修のことば｣

より)というねらいの下､資料1点あるいは数点

からなる項目ごとに､詳細な解説を記したことで

ある｡また､全ての資料について詳細な頭注を付

したことも大きな特色のひとつである｡いずれ

も､本書を市民が利用する上で理解の一助となる

ようにと､配慮 したものである｡今後は､既刊同

様､市史編さん講演会 ･公開講座 ･出前講座など

を通じて市民に市史編さんの成果の還元を図って

いく予定である｡

香寺町史編纂事業

地域連携センターではこれまで 『香寺町史 村

の記憶』 (以下､ 『村の記憶』)資料編の編纂業

務にあたってきたが､同業務は昨年度で終了､資

料編は本編とともに2005年3月31日に発刊となっ

た｡これを受けて本年度事業は主にその普及活動

にあたった｡

香寺町では2005年5月21日に､同町史発刊を記

念したシンポジウム ｢｢村の記憶｣を伝える｣が

開催された｡また2004年10月23日に ｢香寺歴史研

究会｣､2005年9月 8日に ｢町史を読む会｣が発

足､ 『村の記憶』の成果を受け継いだ地域での研

究活動が行われている｡

こうした住民独自の取り組みに対 し､共同研究

の成果を還元すべく､資料編の史料解説執筆担当

者の一人である河野未央が2006年1月28日に香寺

歴史研究会において研究報告を行った (本報告書

の別項において詳述)0

発刊後､ 『村の記憶』は､町民による手作りの
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また､現在は2005年度事業である第4巻 ｢近世

資料｣の発刊にむけて編集中であるとともに､20

06年度事業として予定されている第6巻 ｢近代史

料Ⅲ｣の資料調査および分担執筆中である｡

近年の自治体をとりまく厳 しい財政事情､ある

いは市町村合併の動きのなかで､自治体史編さん

についてもその意義が問われ､さまざまなあり方

が各地で模索されている｡第5巻 ｢近代資料 Ⅰ｣

に持たされた特色は､その模索の中の試みのひと

つの表れということができる｡今後も市民の理解

を得ながら､後世に地域の歴史および歴史資料を

伝えていくための努力が､自治体を編さんする側

にも求められていくべきだろう｡

(文責 ･三村昌司)

町史として､書評会が開催されるなど､各歴史学

会からも注目を集めた｡一方で香寺歴史研究会を

中心に地域での研究活動も積極的に取り組まれて

お り､編纂事業の成果が着実に上げられていると

いってよい｡

しかし､香寺町は2006年3月27日 (月)に姫路

市-編入となり､来年度以降も本年度と同様の事

業展開を望むには困難な状況にある｡例えば､編

入後の来年度より 『香寺町史 通史編』 (本編 ･

夏料編)の編集 ･刊行が予定されているが､具体

的にどのように編纂事業を展開していくのか､事

業形態 ･予算面などにおいて克服すべき課題が多

く残されている｡今後 『通史編』編纂事業におい

ては､方向性 ･事業計画の模索も含め､ 『村の記

憶』の成果を継承できるよう大学 ･新市間での十

分な議論が要求されよう｡

(文責 ･河野未央)



神戸市史編纂 に関す る共同研究

神戸市では､阪神淡路大震災によって中断して

いた､ ｢新修神戸市史古代中世編｣の編集再開を

決め､本年度に予備的調査､来年度には本調査を

実施することになった｡これをうけて､本市史編

集を担当する財団法人神戸都市問題研究所より､

本センターに対し､基礎的な史料調査に関する共

同研究が申請された｡研究の概要については､本

市史の執筆者会議とセンター側担当者で検討を重

ね､来年度の本調査の基礎 となる､神戸市域に関

わる中世史料の概括的なデータ ･ベース作成を行

うこととした｡作業には､正木有美研究員があた

り､主に､既刊の兵庫県の歴史地名辞典類から必

要資料を抽出してデータベースを構築し､データ

ベースに対応する史料カー ドを作成した｡

今後､このデータベースを基礎とし､市史編纂

のベースとなった史料を検索し､閲覧するシステ

ムを構築できないか､さらに検討を続ける予定で

ある｡

(文責 ･市沢哲)

『越前町織 田の歴史』 (仮称) の編纂への協力

『越前町織田の歴史』 (仮称)の編纂-の協力

福井県の旧織田町は､約5千人ほどの人口をか

かえ､原始 ･古代以来の文化財や歴史遺産が豊か

な町の一つである｡2005年 (平成17年)2月の

｢平成の大合併｣で､越前町になったが､それ以

前から地元の歴史に対する町民の意識や興味は高

く､すでに1971年 (昭和46年)には､ 『織田町

史』通史編が刊行されている｡これ以降､当地の

歴史に関する研究は格段の高まりをみせ､2003年

(平成15年)､そうした研究成果を踏まえた新町

史編さんの要望が､町民から織田町長 (当時)に

寄せられた｡それを受け町では､2004年度 (平成

16年度)に至るまで､編纂計画や執筆者選定等が

協議されるともに､翌年2月の合併後も､これを

継続事業とし続けていくことが決定された｡

そのような中､2005年 (平成17年)9月､当セ

ンターは､越前町織田文化歴史館 (町史編纂主管

部局)との間で､当事業を共同研究事業としてお

こない､歴史文化を活かしたまちづくりをすすめ

尼崎市富松 における連携事業

戦国期の城跡である富松城跡は､土地が個人所

有であったため､相続税 として国に物納され､競

売にかけられる可能性が生じていた｡このため､

地域住民で作る富松城跡を活かすまちづくり委員

会では､城跡の保存に向けた活動に取り組んでき

たが､その成果もあり､国が3年間の売却を凍結

し､城跡の管理を尼崎市に委託した｡
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ていくための ｢共同研究契約｣を結んだ｡これに

より新しい町史 (『越前町織田の歴史』く仮称〉)

の編纂 ･執筆 ･監修等に､当センターの研究員が

関わるほか､町の文化財や歴史遺産の保存 ･活用

についても､センターが協力することになった｡

今年度は､2006年度 (平成18年度)中に刊行予

定の 『町史』 (古代 ･中世分野)のうち､古代分

野の執筆活動の一部を支援 し､坂江が監修を担当

し､古市晃氏 (大阪歴史博物館学芸員)が具体的

な調査研究をおこなった｡現在､古市氏がそうし

た研究成果にもとづき本文を執筆中である｡

今後ともセンターと歴史館との間では､近世以

降の分野でも､共同の調査研究を継続する予定

で､さらに編纂終了後も､収集した歴史資料等を

活かした町づくり事業を共同ですすめたいと考え

ている｡なお同館学芸員の高木久史氏は､神戸大

学大学院 (日本史)の出身で､町側を代表 して具

体的な連携事業にあたってもらった｡

(文責 ･坂江渉)

しかし､凍結期間は3年間であり､保存に向け

てはいまだ予断を許さない状況である｡まちづく

り委員会では､この3年の間､保存に向けて取り

組みを強化する｡その一環として2005年9月から1

0月にかけては富松城跡講座 ｢中世富松の素顔に

迫る｣という連続講座を開催された｡

また､2006年2月9日には尼崎市立花支所の主



催､まちづくり委員会の共催で ｢歴史とまちづく

り ～富松城跡からの発信～｣と題するシンポジ

ウムがおこなわれた｡地域連携センターではこれ

を後援するとともに､地域連携センター担当教官

である市沢哲助教授が ｢地域遺産と地域社会の関

わりについて｣と題して基調講演をおこなった｡

基調講演では､住民､行政､大学の三者の連携

事業では､財政難を理由に､本来行政がおこなう

べきことを住民や大学が肩代わ りするのではな

く､それぞれにしかできない面が発揮 されてこ

そ､連携 として意味を持つ とい う点が指摘され

た｡市沢助教授がコーディネーターを務めた討論

では､富松城跡保存に向けて､行政はどうしてい

くつもりなのかといった質問も出され､三者の連

携によるまちづくりのあり方をめぐって有意義な

討論がおこなわれた｡参加者も定員を大きく上回

って300人近くが集まり､関心の高さをうかがわ

せた｡

今後もweb上で公開中の ｢バーチャル博物館

富松城歴史博物館｣の更新など､連携事業をすす

めていきたい｡

(文責 ･村井良介)

尼崎市史 を読 む会特別企画

地域 の歴史 コンテ ンツづ くりの可能性

一 完成 した 中在家 町並 み復 元絵 図デ ジタル版-

尼崎市立地域研究史料館では､地域の歴史を研

究する市民を支援する活動に力を注いできた｡そ

の一環として､地域研究史料館､市民グループ､

神戸大学地域連携センターが連携 して､尼崎城下

の中在家の絵図をデジタル ･データ化した｡その

完成を契機に､ (A)これまで市域で行われてき

た､市民による様々な歴史コンテンツ (特にデジ

タル化されたものにかぎらず､映像化､文字化さ

れたされたものを中心とした､様々な歴史の叙述

を指す)を集め､市民間の交流を深めること､

(B)コンテンツをめぐる小シンポジウムを開催

し､今後の課題について考えることを目的とした

本企画が行われた｡

(B)では､最初に中在家の絵図のデジタル化

に至る経緯が､市民側､大学側から説明があっ

た｡その後､市沢が市民のつくる歴史コンテンツ

の可能性について講演し (内容は､下記のレジュ

メ参照)､続いて河野未央研究員をコーディネー

ター､松田晴子氏､水堂神社神主上村武男氏､尼
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崎市立地域研究史料館中村光夫氏､市沢をパネラ

ーとして､小シンポジウムが行われた｡シンポジ

ウムでは､デジタル ･コンテンツの有効性を認め

ながらも､紙媒体が､閲覧性､携帯性に優れてお

り､その有用性を重視すべきであるとい う提起

や､市民の歴史叙述の運動に大学はどこまで関わ

れるのかという問題提起がなされた｡

当日は､VTR､HP､パネル､書籍などさま

ざまな形態の歴史コンテンツが､会場に並べ ら

れ､その質の高さ､ユニークな切り口は､多くの

観客の目を奪った｡これらの多くは､尼崎市立地

域研究資料館 (一部は神戸大学文学部地域連携セ

ンター)のバック ･アップによって作られたもの

であった｡これらのコンテンツは､公的な資料保

存 ･研究機関と市民の能動的な営みが結合するこ

とで､地域の歴史研究が豊かに展開されること

を､雄弁に物語っていた｡

(文責 ･市沢哲)



地域 の歴 史 コ ンテ ンツづ く りの可能性

神 戸 大学 文 学 部 助 教授 市 沢 哲

0.課 題

｢地 域 の歴 史 コ ンテ ン ツづ く り｣ - <市 民 が地域 の歴 史 につ い て考 え､ そ の成 果 を発 信 す

る こ と>- そ の意 義 は ?/ い か な る可能 性 を持 つ か ?

1.私 た ちが歴 史 イ メー ジ を作 る ときに大 きな影 響 を与 え る媒 体

･媒 体 とそ の 限界

① 学校 教 育

｢日本 ｣ の最 大 公 約 数 の歴 史 ｡ 諸 地域 の特 色 を､ あ る程 度脱 色せ ざるを えない ｡

･生活 して い る地 域 の 出来 事や 地名 が取 り上 げ られ る こ とは ほ とん どな い｡

② 小説 ･映 画 ･ドキ ュ メ ン タ リー ･歴 史 教養 番組

･特 定 の観 点 か ら歴 史 を切 り取 り､ 再 構 成 す る ｡ 例 え ば ､ ｢そ の 時歴 史 が動 い た ｣ は ､

｢○○ は こ う考 えた ｣ ｢○○ は こ う決 断 した｣ とい うよ うに､ あ る人物 の 目線 で歴 史 が

す べ て語 られ る ｡ それ 以外 は ｢外 部 ｣｡

･どの よ うな史料 を根 拠 に して ､時代 や 事件 ､ 人 物 を再構 成 して い るの か､ よ くわ か らな

い ｡ ｢古文 書 に は こ うあ ります ｣ とい う場 合 の ｢古 文 書 ｣ も､研 究 の世 界 で はそ の ま ま

使 えない ､特 定 の観 点 か ら編 まれ た編 纂 物 で あ る こ とが しば しば｡

2. <地 域 の歴 史 コ ンテ ンツ を市 民 が作 る > とい う営 為 は ､① ② (参か ら歴 史 の知識 を吸収

す る こ と と､根 本 的 に異 な る意 義 を持 つ｡

･営 み

① 対 象 とす る地域 ､事 件 ､人物 が ､ これ まで ど う理 解 され て きた か を学 ぶ⇔ 自分 た ちで史

料 を集 め ､対 象 の理 解 に努 め る｡

② 成 果 を叙 述 ･編 集 し､ それ を発信 す る ｡

･営 み が持 つ意 義

③研 究す る過 程

･外 部 との 回路 が 開 け る ｡ 市 民 に よ る講 演 会 の企 画 や 博 物館 ･史 料館 な ど関係 機 関 の利 用

/ 歴 史 を見 る様 々 な視 点 の獲 得 ･史料 か ら歴 史 を再 構 成 す る実 際 を経 験 0

地 域 や 人物 のイ メー ジ､ 事件 の意 味づ けが ､一様 で は な く､様 々 な解 釈 が あ る こ とにぶ つ

か る- なぜ ､異 な る解 釈 が な され るの か- 様 々 な視 点 (誰 の 目か ら見 た もの か ?) が あ り

うる こ との理 解 一 地域 に 日頃意識 しな い 多 くの人 々 が 関 わ って い る こ とを認 識 ｡ 既 成 の 時

期 区分 や 地域 区分 とは違 う､地域 の歴 史 の新 しい理 解 --→地域 を見 る 目が豊 か に ｡

B :ど うい う資 料 か ら､従 来 の歴 史イ メー ジが作 られ て きた の か を知 る- ① ② ③ との落 差

-過 去 を再構 成 す る こ とのむ ず か し さの 実感 - 資料 の大切 さ ･資 料 を守 って い くこ と- の

積 極 的参加 +既 成 の歴 史イ メー ジ を批 判 的 に検 討す る能 力 の酒養 ｡ 市 民 の力 量 の 向上｡

⇒(∋② ③ の 克服 ｡

C:成 果 の公 表 - 様 々 な市 民 的視 点 か らの再検 討 ､人 々 の地域 - の 関心 の 高 ま りを助 長 ｡

3.市 民 の営 み をサ ポー トす る体 制整 備 が必 要 ｡

･上記 の よ うな市 民 の活 動 は ､専 門的 な知識 を持 つ職 員 と資料 が体 系 的 に集 め られ た公 立

機 関 が不 可欠 ｡

･市 民 と公 立機 関 ､ さ らにい えば大 学 が連 携 しな が ら､ 資料 の新 しい利 用 方 法 を開発 して

い くこ とで ､上 記 の営 み は活性 化 す る｡

･指 定 管理 者 制 度 な ど､地域 の文化 力 を減 退 させ る政 策 に対 して ､公 立 の博 物館 ､文 書館

な どの存 在 意 義 を､ 上記 の よ うな活 動 か ら再 考す べ き｡
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尼崎市城 内地 区まちづ くり懇話会

尼崎市では､旧尼崎警察署､旧城内中学校など

の近代建築を含む城内地区のまちづくりに､市民

の声を反映させるため､公募市民をメンバーとす

る ｢城内地区まちづくり懇話会｣をつくり､有識

者の助言をうけ､まちづくりの提言をまとめる作

業を行ってきた (2006年 2月に最後の懇話会

を終了し､3月には最終提言を作成する予定)｡

懇話会では､城内地区に存在する上記の近代建築

(8月 30日)

を歴史博物館､文書館として活用するプランを立

て､それらの歴史博物館､文書館がどのような場

となるべきかについて､検討することになった｡

その検討材料 として､最近の地域の歴史系博物

館､文書館の新しい動きや､課題について､情報

提供が地域連携センターに求められ､ゲス トコメ

ンテイターとして市沢が以下のような小講演を行

った｡

博物館 ･文書館 とま ちづ く り一博 物館 ･文書館 の可能性 一

報 告 神 戸大 学文 学部 市沢 哲

は じめ に

･課題 :地域 にお け る博 物館 ･文 書館 の役 割 を､ とくに ｢ま ちづ く り｣ (ま ちづ く りを支

え る人 づ く り) との 関連 か ら考 え る ｡

･報 告者 の立場 :神 戸大学地域 連携 セ ンター の活 動 (｢地域歴 史遺産 ｣ の保 全 と活用 を､

大学 と地域 < 自治 体 ､住 民 団体等 >の連携 で進 め る)経験 か ら､上記 の課題 につ いて考

え る｡

1.前提 一博 物館 ･文 書館 をめ ぐる現状 -

(1) ｢指 定管理者 制度 ｣ の 出現

･博 物 館 ･文 書館 - 自治 体 の経 費 節 減 の ター ゲ ッ ト一 文 化 事 業 にお け る ｢収 益 ｣ とは何

か ?

｢指 定管理者 制度 ｣ -博物館 学芸員 ･文 書館 職 員 の専 門性 を認 めない- 文化 の継 承 ･発

展 の破 壊｡

(2) ｢指 定管理者 制度 ｣ 導入 と逆行 す る状 況 の進展

･地 域 の諸 問題 に対 し､博 物 館 ･文 書館 が果 たす べ き役 割 は ます ます 重 要 に な りつ つ あ

る ｡

2. ｢地域 に生 きる市民 ｣ を育 む博物館 ･文 書館活 動

(1)小野 市立好古館 の地域展

･概 要 :地域 の小 中学 生 が､地域 の PT A､ 自治会 ､老人会 の協力 で ｢聞 き取 り｣ に重 点

を置 いた調 査 を実施 ｡ 子 供 た ちの調 査 学習 の成 果 は､好 古館 で (古文 書 な どの所蔵 品 と

関連 づ けて)展示 され ､地域 展 を作 った子供 た ちの感 想 文 が載 った 図録 がつ く られ る｡

･意義 :子供 達 が世代 を超 えて､地域 の大人 とともに地域 の生活 につ い て考 える こ と一 地

域 に関心 を持 つ人材 の育成 ｡ 地域 を支 え る人 間 関係 の再確 認｡ 好 古鰭 - の入 場者 も激 増

し､市民 に とって好 古館 も身 近 な存在 に｡ ｢地域歴 史遺産｣ に対 す る理解 の深 ま り｡

(2)今 後 の博 物館 ･文書館 活 動 の ヒン ト

･好 古館 の役 割 :(∋小 中学 生 に よる地域 の生活 史調 査 ･学 習 ､ そ の成 果 の展 示 をサ ポー

ト｡ ② 地域 の 自治会 ､老 人会 ､子供 会 ､学校 な ど諸組 織 の連携 (子供 と大人 の接 点づ く

り) を担 う｡ ③ 必要 に応 じて､大学 な ど市外 の教 育研 究機 関 との協力 関係 をつ くる｡

･ヒン ト

① - 博 物 館 ･文 書館 に は地 域 の研 究 を行 い､ 教 育 に活 かせ る人 材 が不 可 欠｡ 展 示 活 動

を､ 同時 に教 育 の場 とす る こ とで､博 物館 ･文書館 活動 が活発 化す る ｡

② - 学校 ､家庭 とい う生活 の基本 的 な単位 が活 か され る こ と｡ この基本 的 な単位 が地域

社会 で役割 を果 たす こ とが ｢まちづ く り｣ に とって重要｡
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- さ らに､ これ ら基本 的 な単位 と自治 会 ､老人 会 ､子供 会 な どを結 ぶネ ッ トワー クを

構 築 す る こ とで ､ 地域 の人 々 の ｢顔 ｣ がお 互 い にみ えて くる｡ これ も ｢ま ちづ く

り｣ に とって重要｡

③-例 えば大学 は､博物館 ･文 書館 が行 う地域 の教 育研 究 の実践 につ いて情報 が必 要 ｡

一方 で地域 に とって大学 の資 産 の活用 が可能 になれ ば､研 究 教 育 の推 進 に便利 (檀

し､ネ ッ トワー ク化 は､互 い の立場や機 能 の違 い を前提 に した もので な けれ ばな ら

ない ｡ この点 を見失 うと､お 互 いがお互 い を ｢肩代 わ り｣ と見 なす 関係 にな る)｡

3.尼崎 市 にお け る歴 史文化活動

(1)尼崎 -市 民 に よる地域研 究 の活発 な地域

･富松城 バ ーチ ャル博 物館 の経 験 (文 化財 収蔵 庫 ､地域研 究史料館 な ど自治体 の機 関､住

民団体 ､大学 の連 携 の先駆 的な事例 )0

･地域歴 史 コンテ ンツの シ ンポ ジ ウムの盛 況ぶ り｡

･歴 史文化 資源 の豊 富 さ｡

(2)これ か らの文 書館 ･博 物 館 一市 民 が集 え る地 域歴 史文化 のセ ン ター と しての役 割 を -

これ まで の よ うに地域 を研 究す る市民 グル ー プ を育 て､ これ らの グル ー プの核 にな り､

グル ー プ間の交流 を進 め､ネ ッ トワー クをつ く り､新 しい研 究 の コー デ ィネー トや研 究

成 果 の展示や 蓄積 をお こな うセ ンター に ｡

･市 内の教 育機 関 (小 中高) との協力 関係 を強化 し､学校 が よ り利 用 しやす くな る よ うな

仕組 み 作 りを (見学 会 一特別展 で な くて もよい -の事 前 の研 究会 をひ らき､教員 が 自信

を持 って案 内で き る よ うな準備 を行 う)｡ 中高 の しか るべ き時期 に､地域 に生 き る市 民

に必 要 な知識 と して ､博物館 ･文書館 の活用 方 法 (例 市民 の活 用 の実例 を学ぶ) につ

いて知 るプ ログ ラム を｡

･市 内外 の教 育研 究機 関 (大学や他 自治体 の博 物館 ･文 書館 ) との継続 的 な提携 関係 を構

築 し､市外- と広 が る地域 の歴 史文化 の窓 口に｡

むす び にか えて

尼 崎 市 は ｢指 定管理 者 制度 ｣ とは全 く逆 の ､ ｢都 市型 ｣ の あた ら しいモ デル の構 築 の可能

性 を持 つ ｡ この可能性 を活 か して い くプ ラ

以上の講演の後､懇話会メンバーによる討論が

行われたが､特に問題になったのは､歴史系博物

館の展示のあり方についてであった｡きっちりと

した尼崎の歴史の通史展示をつくるべきであると

いう意見と､通史よりも体験を重視した参加型の

展示にすべきであるという意見が提示され､議論

になった｡今回の講演では展示の類型とそれらが

持つ長所と短所に触れることができなかったが､

市民の間にも意見の対立があることをふまえなが

ら､今後､既存の展示の分析を深め､講演の本題

であった地域づくり､人材育成と展示をどう関連

ンづ く りが必 要｡

づけていくか､考える必要があると感 じた｡

なお､懇話会の提言案のなかには､④人材育成

の項目に ｢小学生 ･中学生 ･高校生達が､自らが

暮 らすまち (-尼崎)の歴史文化に気軽に触れ

て､学び､そして未来のまちを創造できる場を提

供 し､大人や地域の人々が支援する｣ ｢教育 ･研

究機関等と連携し､広範で高度な学習 ･情報発信

の機会を創出する｣という事項が盛 り込まれたこ

とを付記しておきたい｡

(文責 ･市沢哲)

コンピューターによる尼崎市地域史料館の史料検索の構築の協力

尼崎市立地域研究史料館(以下史料館)の史料に をおこなえるように当センターが協力し,その運

ついて,史料館外からコンピューターによる検索 用を開始した.
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以前から史料館内においてのみ所蔵史料の検索

を行 うことができたが,これらを神戸大学文学部

においても運用し,同時に史料館史料の検索が館

外からも行 うことができるようにし,地域史料の

利用促進を目的としている.

所蔵機関まで赴かなくてもその有無の確認でき

る利便性の向上という要請は所蔵機関と利用者の

双方から当然あり,このために必要なコンピュー

ター処理能力は学芸員に今後求められるべきであ

り,その教材のひとつとしてさらに学生等に教育

的効果が期待される.

現在は仮運用としているが,考慮 しなければい

けない点はいくつか考えられる.

(1)データ漏洩に対する配慮

コンピューター犯罪などによるデータの流出や

破壊などの発生をゼロにすることは現実には不可

能に近い.民間業者のようなレベルの管理を行 う

ことの困難である.

(2)運用全般に関する点

(1)にも含まれるが,所蔵機関でなく大学がお

こなう上での例えば,契約上の問題((1)のような

事故発生時の責任所在)を明白にしておくことが

必要である.

今後,この検索などのコンピュータ処理に必要

な技術を習得できる機会を既存カリキュラムに加

えていける教育システム改定も検討していかない

といけないだろう.

運用形態

サーバーOS turbolinux

検索のためのソフ トウェア apache php sql

参考 尼崎市立地域研究史料館(http://www.°it

y.amagasakl.hyogo.jp/web/contents/info/city/

cityO3/chiik卜shiryokan/)

(文責 ･堀田昌宏)
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